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過去３年の数値動向と今年度の数値目標及び実績 

項 目 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 今年度目標 
教員相互の授業参観延べ 
回数 

２３０回 ▼２２０回 ▼２１１回 
２５０回 
△５０１ 

授業満足度 (学校評価アン 
ケートより) 

６１．１％ ▼５５．５％ △６７．４％ 
６８％ 

△６７．６％ 

英検準２級以上合格者数 １２５名 ▼ １０１名 △２２５名 
２３０名 

▼２０２名 
GTEC スコア   
CEFR A2 以上(１年) 

２９．８％ △３６．８％ 実施なし 実施なし 

GTEC スコア 
CEFR A2 以上(２年) 

３１．０％ △６３．１％ △８３．３％ 
 ８５％ 

▼８３．１％ 
夏期冬季講習受講者数 
〈延べ〉 

２２４７名 △２７５２名 ▼１０４８名 
３０００名 

 △４５１５名 

生徒の１日平均学習時間 
(平日 9 月) 

１年 ５２分 
２年 ３６分 

１年 ▼３９分 
２年 △５８分 

１年 ▼３８分 
２年 ▼５７分 

１年６０分 
△４９分 

２年９０分 
▼４８分 

外部模試（１月実施）偏差値 

１年  
４６．３ 

２年文 
４６．１ 

２年理 
４２．７ 

１年 
△４６．５ 

２年文 
△４７．１ 

２年理 
△４５．３ 

１年 
▼４５．０ 

２年文 
△４９．９ 

２年理 
△４５．６ 

５０ 
１年 

▼４４．０ 
２年文 

▼４６．１ 
２年理 

▼４２．５ 
大学入試センター試験（共
通テスト）偏差値 

４８．２ △４８．９ ▼４７．４ 
５０．０ 

△４９．５ 

現役進路決定率 ８８．７％ △９１．８％ △９２．７％ 
９５％ 

▼７８．１％ 

４年制大学合格者数(現役) ３３７名 △４１６名 △５１２名 
５２０名 

△５９３名 

国公立大学合格者数(現役) ４名 ▼２名 ▼１名 
５名 

△２名 
私立大学（早慶上智理科） 
現役合格者数 

４名 ▼３名 ▼２名 
５名 

△６名 
私立大学（ＧＭＡＲＣＨ） 
現役合格者数 

１６名 △２２名 △２８名 
３０名 

▼ ２８名 
私立大学（成成獨国武明学） 
現役合格者数 

１６名 △２６名 △４８名 
５０名 

▼４５名 
私立大学（日東駒専）現役  
合格者数 

３２名 △８５名 △１１２名 
１１５名 
▼９１名 

年間遅刻３０回以上の生徒
数 

３９名 △１８名 △３名 
１０名 

▼１０ 名 

年間遅刻延べ回数 ４９６５回 △３５６３回 △２０３５回 
１７００回 

▼２１５６回 
特別支援教育に関する 
委員会の開催回数 

２６回 △２８回 ▼２３回 
３０回 

▼２２回 
統一体力テスト体力合計  
平均値 

５３．７ △５４．０ ▼５３．６ 
５５．０ 

▼５２．９％ 

部活動加入率 ８１．０％ △８６．０％ △９５．０％ 
９５．０％ 

▼９４．０％ 
学校満足度（生徒）（学校 
評価アンケートより） 

５６．７％ ▼４９．５％ △５８．６％ 
６０．０％ 

△５９．５％ 
学校満足度（保護者）（学校
評価アンケートより） 

８４．３％ ▼７７．８％ △８２．０％ 
８５．０％ 

▼８１．９％ 

生徒の特別活動満足度 ５９．５％ ▼５２．７％ △８２．９％ 
８５．０％ 

▼８１．０％ 

体育祭、文化祭来場者数 ３８１４名 △４６２２名 ▼３９０５名 

４０００名 
感染症防止対策
のため非公開 

 



 
 

２ 今年度の主な取組 
（１） 学びの保障 
  ア オンライン学習の活用による学習保障、ＨＰやクラウドサービス等を活用した課題配信 
  イ 校内寺子屋（放課後学習）や補習・追試等を通した基礎・基本の定着 
  ウ 定期考査前の７時間目（全生徒を対象とした放課後の自学及び補習）実施 
  エ 補講用の動画配信、夏季休業期間における講習及び予備校サテライン講座の実施 
（２）教員の授業力向上 

ア 管理職による授業観察（２回）後の個別指導と生徒による授業評価（外部委託）の活用（1回） 
イ 大手予備校主催の教員対象セミナーへの参加（５名） 
ウ 相互授業参観（５０１回） 

（３）指定校事業の活用 
   ア ＡＬＣＭコミュニティ参加校：グランドデザイン作成及び新教育課程の編成、成果発表等 
   イ 英語教育推進校：ＧＴＥＣ及び英検等を活用した英語４技能の計画的育成 
   ウ 学力向上研究校：校内寺子屋（放課後学習）を通したきめ細かな学習支援 
 （４）特別活動の工夫 
   ア 感染症防止対策を施した上での学年行事の実施 
   イ 係・委員会活動等を通した生徒の主体性・判断力・行動力の育成 
   ウ 部活動参加生徒の自発的行動力を高める指導の工夫 
（５）コロナ禍における募集対策 
  ア 学校の特色の明確化・可視化 
  イ 生徒（部活動・生徒会・放送委員会）による学校紹介動画のホームページ掲載 
  ウ 中学校及び私塾への学校紹介ＤＶＤの送付 
  エ 学校見学会及び学校説明会での生徒による学校案内 
（６）感染症防止対策 
  ア 生徒登校時、昇降口にて体温チェック、担任は教室で生徒の健康観察 
  イ 毎時窓、ドアの開放、サーキュレーターを活用するなどして換気の徹底 
  ウ 昼食時の校内放送による注意喚起と教員の巡回 
  エ 放課後、共用箇所の消毒作業 
（７）５０周年事業の実施 
  ア 感染症対策に基づく記念事業の実施 
  イ 地域、保護者、同窓会、都教委との連携による事業の実施。 
  ウ 記念誌の完成、記念式典に変わる行事の実施、記念品の補助 
 
３ 今年度の成果と課題 
（１） 学習指導 

成果：生徒の基礎・基本の確実な定着、学習習慣の確立、学力の向上を目指して取り組んだ。また、新学
習指導要領に向けた教育課程の整備などを行い、指導内容の確立を図った。オンライン学習も整備
し時間割に沿って全校で授業を行うことができた。こうして、生徒の学習への取組、教員の学習指
導に対する取組は今年度も本校における学習活動を推進させた。昨年度に比べて今年度は、学校評
価における授業満足度が約１．７ポイント増となった。長期休業中の講習受講者数が４．４倍と大
幅に増加した。教員相互の授業参観総数は２倍に増加した。一日当たりの家庭等自主的学習時間は、
１年は平均で９分上昇した。 

課題：１月実施外部模試偏差値は、前年度と比べて、１年では１．０、２年では文系３．８、理系は３．
１にそれぞれ下降した。一日当たりの家庭等自主的学習時間は２年では平均で９分下降した。 

考察：来年度から実施される新教育課程とそれに関連した学習内容や学習方法などの大きな変更に伴う
様々な準備を行った。今後もさらにその推進が必要である。今年度、長期休業中の講習受講者数と
教員相互の授業参観総数は大幅に増加した。生徒の学ぶ姿勢と教員の授業力向上についての取組の
姿勢が高まったものと思われる。学習効果が高まるよう、さらに継続して取り組んでいきたい。授
業満足度は、昨年度とほぼ同じ数値となった。「学ぶことの意義」を問う質問に対する肯定的回答の

学校説明会参加者数(本校  
実施分) 

１２７０名 ▼９２９名 △１３９１名 
１４００名 

▼１３８８名 
（人数制限実施） 

中学校進学対策委員会 
志願倍率 

１．２８倍 ▼１．０１倍 △１．２８倍 
１．３０倍 
１．２８倍 

入学選抜応募倍率(推薦・ 
一次募集) 

推薦２．７８倍 
前期１．３４倍 

推薦▼２．６３倍 
前期▼１．２５倍 

推薦△２．６７倍 
前期△１．４１倍 

推薦２．８０倍 
△２．８３ 

前期１．４３倍 
△１．４９ 

ホームページ更新回数 ２５０回 （―）２５０回 ▼２０９回 
３００回 

△２３９回 
一般需用費のセンター  
執行率 

▼４９．０％ ▼４５．６％ △４８．１％ 
５０．０％ 

▼４５．２％ 



割合は５８．８％と他の授業満足度に関連する内容と比べ、今年度も低くなっており、学習指導を
推進する際に、生徒の意識を高めるための具体策を講ずることが必要である。  

（２） 進路指導 

成果：３年間のキャリア教育計画に基づき、進路指導部が学年や教科等と連携し、目標達成までのプロセ

スを重視したミスマッチのない指導を行った。データに基づく個別指導により生徒の第一志望の

進路実現を目指して指導を行った。また、探究活動の充実により進路意識を高めた。進路指導部主

催の校内研修を実施し、大学説明会や大手予備校他民間教育機関の実施する教員対象の研修会に

参加して進路指導に対する指導力を高めた。今後も合格者数が増える見込みであるが、現時点で

前年度と比べて、４年生大学の合格者総数が８１名増、国公立大学合格者数が１名増、早慶上理現

役合格者数が４名増、ＧＭＡＲＣＨの合格者数が同数であった。  
    課題：前年度と比べて、成成獨国武明学の合格者数が３名減、日東駒専の合格者数は２１名減となってい

る。ただし、この人数は今後も増加する見込みである。 

考察：今年度も計画的な進路指導や生徒の努力により進路決定に至った例が多かった。昨年度始まった

新たな大学入試制度とコロナ対応による受験の変更等による対応は困難なことが多かったが、でき

る限りの適切な情報を得て、それらを受験指導などに活かした。成果にあるように、今年度も綿密

な進路指導を行うことにより生徒の進路実現に貢献した。来年度さらに有用な進路指導を行うこと

が重要である。 
（３） 生活指導 

   成果：服装、頭髪、化粧などの身だしなみに関する禁止事項に対し、極端に違反する生徒や違反を繰り返
す生徒はほぼいない。また、いじめ案件として挙げられるような事例もなかった。通学時の安全指
導も常に行った。主に生活指導部、学年の担任を始め教員が地道な取組を行い、生活指導の効果を
あげた。 

   課題：自転車を中心とした通学マナーに関しては、日常の指導や朝の通学指導などで改善されてきたが安
全に対する意識が低い生徒も若干いるため、大分減ってきたが近隣からの苦情の解消には至ってい
ない。前年度と比べて、遅刻３０回以上の生徒数は、昨年度の３名から１０名に、年間延べ遅刻数
は、２０３５回から２１５６回となりやや増加した。 

   考察：学校評価において、規則正しい生活習慣、自転車乗車時のルール順守と思いやりの心、相談できる 
   人の有無、ＳＮＳの正しい使い方、家庭でのルール設定、規律ある生活、良好な人間関係を構築で 
   きているか等の問いには概ね生徒・保護者ともに肯定的回答をしている。本校が「いじめの防止を

含め、安心して通える学校づくり」のためにしっかりとした生活指導を行っていることが大きく影
響していると思われる。引き続き、生徒に粘り強く身だしなみ指導の意義を理解させるよう努めて
いく。また、遅刻回数増が長期欠席者の遅刻増と重なることが多いため、個々の生徒への適切な支
援も必要となる。生活指導が定着してきているので、さらに規範意識の向上などが図れるよう、次
の段階の生活指導に進めていく。 

（４）健康教育 
成果：昨年度はコロナ禍で体力テストを通常どおりに実施できなかったが、今年度は６月に実施すること

ができた。統一体力テスト合計平均値はやや昨年度より下がったが、例年並みの５２．９であった。
男女とも東京都平均を上回った。女子は２年で全国平均と同じ数値で、１・３年もほぼ全国平均に
迫る数値であった。体育祭も２学期に学年別ではあるが実施することができた。健康教育と共にコ
ロナ対策を徹底した。消毒、換気、手洗い、マスクの着用、黙食、巡回指導、掲示、健康管理等十
分な指導を行い、感染防止に努めた。また、ゴミの分別排出減に努めた。排出量は年間７．８ｔで
昨年度より１．０ｔ減であった。地域清掃活動も制限の中、工夫して行った。 

課題：男女とも「ハンドボール投げ」は得点が高い傾向があったが、「長座体前屈」「持久走」の得点がや
や低い傾向であった。他の項目を含めて課題となる点を補うことが必要である。      

   長時間粘り強く続けていく運動を取り入れるようにする。今後もコロナ対策を含めた、心身共に健
康教育の継続が必要である。また、美化活動の推進も必要である。 

考察：コロナ禍により実技教科は多くの制限を受けたが、体力の向上を含め、心身共に健康教育を推進す
ることができた。また、今年度も今年度も、コロナ禍のため、環境保全に係る地域貢献活動にあま
り取り組むことができなかったが、活動に制限がある中でも地域の清掃活動などを行った。活動に
対し、地域の方から励ましのお言葉もいただいた。今年度も、ＳＤＧｓを意識しながらの探究活動
等に力を注いだ。引き続き、コロナ禍で活動が制限された中でも活動の工夫をし、地域と緊密な連
携を図っていくことが必要である。 

（５）特別活動 
成果：コロナの制限の中、学年別での文化祭、体育祭、その他の行事を行うことができた。部活動も制限

される中、感染症対策を徹底し、試合、練習等に臨むことができた。生徒会活動も生徒を代表して
取り組んだ。学校評価における特別活動満足度が、前年度は大幅に上昇したが、今年度もそれに匹
敵する８１．０％であった。 

課題：３年生が卒業し、全校で通常の形で行う文化祭、体育祭などの学校行事を経験した在校生がいなく
なる。このため、実行委員会や委員会活動などにより、行事の計画、運営などを計画的に行ってい
き、生徒の自主的活動を高めることが必要である。また、部活動や生徒会活動等の活躍をサポート
できる体制をつくることが必要である。 

考察：特別活動満足度は、部活動、学校行事、委員会・当番活動の３点について別個に尋ねた上で総合的



に満足度を算出した。肯定的回答の内訳は、部活動が７２．７％、学校行事が８５．１％、委員会・
当番活動が８５．２％であった。今年度も制限が多かった中で、工夫をして取り組んだ部活動や学
校（学年）行事、委員会・当番活動の成果があったと思われる。特別活動の果たす役割は大きいの
で、課題に記した点の克服などを含め、校内で実施に向けた体制を整備していく必要がある。 

（６）広報活動 
成果：学校評価における学校満足度は、前年度とほぼ同様で、生徒は５９．５％、保護者は共に８１．０％

であった。コロナ対応で人数制限をし、学校説明会の参加者数は１３８８名とほぼ昨年度と同数で
あった。また、入選においては、中進対志願倍率は、昨年度と同じ１．２８倍、推薦応募倍率は１．
６ポイント増の２．８３倍、第一次募集応募倍率は０．８ポイント増の１．４９といずれも上昇し
目標を達成した。ホームページの更新は２３９回で昨年度より、３０回増えた。  

課題：学校満足度は昨年度とほほ同様であったが。さらに教育の充実を図り満足度を上げる必要がある。
今年度もコロナ対策のため、地域、上級学校及び企業との連携による教育活動は制限が多く実施が
ままならなかった。学校説明会、学校見学も同様であった。今後も、工夫しながら、学校の取組・
良さの積極的発信、地域との連携、小・中学校との交流等を行っていき、地域の子供たちに模範を
示してほしいという地域の要望に応えていくことが必要である。 

   考察：今年度初めてオンラインによる中学生向けの授業公開を行い、コロナ禍において本校の授業の様子
を伝えることができた。授業学校説明会、学校見学では、作成した生徒による学校紹介の動画を流
し、生徒からの学校の魅力を伝えることができた。外部の学校説明会、中学校の学校紹介などにで
きるだけ参加した。また、制限は多かったが、部活動見学等により中学生への部活動紹介ができた。
入選倍率は昨年度よりさらに上げることができたが、今後も、できうる限り、工夫を凝らし、広報
活動を行っていくことが必要である。 

（７）組織運営 
  成果：分掌・学年・委員会・ＰＴ組織と経営企画室との協働体制の構築と職責に応じた業務の遂行により、

適切で有効な学校運営を遂行した。また、ＯＪＴなどにより人材育成が図れた。服務の厳正・個人
情報の適正な管理を内容とする研修は年度当初と２回悉皆研修として実施し、それらの意識を高め
た。起案による適正な文書管理については、電子起案が浸透し、迅速で確実な文管理を推進した。
学校評価の記述では、生徒、保護者からは、各教科の小テスト、グループ活動、放課後補習、チュ
ーターの活用、長期休業中の講習、テスト期間の７時間目、特進クラスの編成、英検・ＧＴＥＣ等
の指導、自習室の活用、進路ガイダンス、面接指導、キャリア教育の内容、朝の通学指導、遅刻者
指導、生徒相談体制の充実等が本校の取組で効果があることとして挙げられた。地域の方は、コロ
ナ禍により来校する機会は減っているが、生徒のマナーがよくなってきた、通学時や地域活動の中
で声掛けや手助け・見守り活動を行っていきたい、などのお意見等をいただいた。 

  課題：委員会・ＰＴ組織の改定を行ったが、さらに業務の効率化を図れる組織に改編していく必要がある。
学校の方針に合わせ、各学年の運営がずれることがなく実施していくことが必要である。生徒、保
護者からは、学習指導、補習・補講などの要望が多く挙げられた。授業改善や組織体制の整備を図
っていく必要がある。 

 考察：今年度も、学校各組織の運営により、適切で有効な学校運営を遂行した。グランドデザインをもと
に５０周年後の中長期的な学校のあり方を確立し、今後も常に学校組織、学校運営を検証し、組織
改編も行いながら、組織運営を行っていく必要がある。英語教育推進校、学力向上研究校（校内寺
子屋事業）、ＡＬＣＭコミュニティ参加校等の施策を活かした学校運営も効果的に実施できたと思
われる。本校の学校運営に対する学校評価では、概ね肯定的な回答の割合は８割から９割以上であ
ったが、まだ肯定的な意見の割合が低い項目については、計画的、組織的な対応していく必要があ
る。 

（８）働き方改革 
成果：本校教職員の１月までの６カ月平均定時外在校時間３６時間で４５時間を下回った。 
課題：１月までの６カ月平均定時外在校時間７０時間以上８０時間未満が４名、１００時間超が２名で

あった。昨年度よりは、平均定時外在校時間が改善されたが、さらに改善の必要がある。 
 考察：ここでは成果とも重なるが、業務の効率化については、校内分掌とは別の委員会やＰＴ等の意義

と役割を踏まえ、整理・再構成を図られ組織運営を行った。今後、今年度の運営面での課題を踏
まえ、さらに整理・再構成を行う。昨年度に引き続き、特定の教職員に負担が集中しないよう、
担当業務の内容を精査し、校務分担の均一化を図った。各部署の業務の見直しを図り、さらに効
率化が図れるようにしていく。また、個人作成のデータや資料を全体のフォルダに格納し、共有
することで、業務の省力化を図った。経営企画室との連携のもと、業務の効率化が図れるよう物
品、設備についても導入を図った。長時間労働の解消と適切な健康管理については、「個人別在校
時間管理表」をもとに、産業医と連携して、業務縮減や心身の健康維持に対する具体策について
指導・助言し、在校時間の多い教員の減少を図った。 


